
 

 

第Ⅰ部門    当板溶接補修部を有する鋼桁の疲労実験 
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                             日本橋梁建設協会 正会員 夏秋義広 

国土交通省 近畿地方整備局 非会員 増田寛四郎 

1．はじめに 

昭和初期から供用されている上路トラス橋の主構トラス部材や横桁および縦桁などに溶接による当板補修

部が見られる．それらは損傷部分を切り取り，切り取り部を覆うように鋼板を当てがい，鋼板の周囲と切り取

り部をすみ肉溶接で接合している．このような溶接継手部は疲労設計指針にも見られず，疲労強度が著しく低

い可能性がある．そこで本研究では，そのような当板溶接補修を模擬した鋼桁試験体を用いて疲労試験を行い，

当板溶接補修部の疲労強度特性を把握する． 

2．実験方法 

2．1試験体の形状と寸法 

 試験体は縦桁試験体が 2体，横桁試験体が 1体の計 3体である．図 1に縦桁試験体(S2)の形状と寸法を示す．

全長 3200mm，桁高 300mm で実物に近い I 形鋼を用い，鋼材はすべて SS400 を使用した．また，ウェブの一部

をガス切断で切り取り，その切り取り部の片面に鋼板を当て溶接で取り付けた．写真 1～4 に実物と試験体の

当板溶接補修部を示す．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．S2試験体の形状と寸法 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1.実物のウェブの当板溶接補修部(表側)  写真 2.試験体のウェブの当板溶接補修部(表側) 

                                                 

Tetsuya,MIZUNO Daisuke,YAMAOKA Masahiro,SAKANO Yoshihiro,NATSUAKI Kanshiro,MASUDA     

mizuno_ssd@yahoo.co.jp 

ウェブ

欠損部当板

ウェブ

当板 欠損部

3000100 100
寸法単位：mm

3200

2
7
4

1
3

1
3

3
0
0

150

8

3
0
0

1
3

（1）上フランジ上面　平面図

（2）上流側　側面図

（3）下フランジ上面　平面図

（4）I 形鋼
断面図

306 1306

3000100 100

1
5
0

3200

1
0

1
0

1
5
0

1
3
0

CL

1941194100

S.P. 130×22×130

S.P. 130×22×130S.P. 130×22×130

S.P. 130×22×130

V.stiff. 60×9×274V.stiff. 60×9×274

100

：ウェブの欠損部 ：当板（破線は裏面）

6

10

6 6

5
3
0
0

12.5

（5）ウェブ切欠き部
断面図

150

1
3

C.P.240×12.5×500



 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3.実物のウェブの当板溶接補修部(裏側)  写真 4.試験体のウェブの当板溶接補修部(裏側) 

 

2.2 静的載荷試験． 

図 2 に S2 試験体のひずみゲージ貼付位置および載荷方法を示す．本研究ではウェブのみに切欠きを有する

S2 試験体をまず対象とする．公称応力測定用にゲージ長 5mm の 1 軸ゲージをスパン中央の下フランジ下面と

当板溶接止端部から橋軸方向にそれぞれ 300mm 離れた位置の下フランジ上下面，さらに当板溶接部端部から

20mm の位置の下フランジ下面にそれぞれ貼付する．また，主応力測定用にゲージ長 3mm の 3 軸ゲージをウェ

ブ側と当板側の溶接止端から 10mmの位置に数箇所貼付した．載荷位置は当板の両端部とする． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．ひずみゲージ貼付位置 

 

2.3 疲労試験 

疲労試験では，当板溶接部がまず応力範囲ΔP=20kN(Pmax=100kN，Pmin=80kN)で H’等級 1)を満たすか検討

し，次に応力範囲をΔP=30kN(Pmax=100kN，Pmin=70kN)にあげて H等級を満たすか検討する． 

3．おわりに 

疲労実験はこれから行い，結果については講演時に発表する予定である． 
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